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化 學 に 關 係 あ る 萬 國.Aど.並 に そ.れ.等 と

我 が 國 と の 關 係 に就 て

帝國學士院會員 大 幸 勇 吉

化學 に關係 ある萬 國會議 な どに就 てお話す る.こと

に敷 しま した洗 それには我が帝國學士院が深.く關

係 す.る所 があ りま して,そ して装ガ帝園學士院の こ

とは一般 にあま りよく知 ら.#uてゐないや うであ りま

すか ら,先 づ我が帝 閣學 士院 の成立 ちか ら今 日に至

るtで の概 況を.お話ナ ること.に致.し家 した・

明幡+一 年(187S)の+二 月に交部軅酉綿從迸が欝

時丈部 省の雇顧閃であっ.た米人 マ レーの蓮議に由 り

學 士會瞬 の必要 を認 めて西周 。加藤弘之・紳 由孝半 ・.

津 田眞道 ・中村 正直 ・輻澤訟 吉及び箕作秋坪の七名
・

の辱」者 に諮詢 し,そ の協贊 を得 て東京學士倉院が創

立 され る.ことになつたので あ ります.こ の酉郷 文部

卿か ら上vL七 名φ學者 への連 名(い ろは順)あ 手紙に

各が氏 名の下 へ朱で書 荊 を書 かオした ものが樹帝國皐

士院にfir.し て保存 してあ り密す.

明泊十二年(1879)一 月に女部大輔田中不二麿(文

部卿缺 員.)が 前祀七 名の畢 者 を東京學士會院の曾員

に推攀 きれ ま.して7芸 に東京學士會院が成 立 したの

であ.nま ナ.本 會院は歌育ゐ事.を討議 し卑 術技 藝 を

評 論する を圓的 と し會員は 四十名.を限 勢會 院に於 て

選 畢 し文部蜘 の認 可 を得 るといふ 制度であ り ま.し

た・最初 の會長頃顧澤絵 吉で1そ ‡しか ら西 ・.加藤.・

西 ・加藤 ・細ll・ 加灘 隴 嬬 長葦勤 めらオして明治

三三十九年 「ζ本會 院オζ帝國學士院 と改 ま.るまで'ニヨ苣つ

た もので.あ.ります.

明漕十八年(1585)に 文部卿大木喬 任は改め て東京

學士隴組織め大 綱 を示 きれ.ましたが,そ の要 旨は學

藝 の品位を高 くし以て教化 の裨補 を回 る に 左 り:と

しP會 員ぽ帝室め鰓1こ 係 る.者十五猶會員の推選.に

係 る者二十五名か ら成 乙こと.Lな7ま した・

明治 三十九年(1906}六 月:帝園畢士院規 程が發布 さ

耗 雲 して東京學士曾院は帝 國學 士院 と改 まつ たので

.あ.り雲ナ.規 程ぱ その後 多少鬱 更 さ轟 ま したが,現

在 の規程規則 な どり要鮎 を巾上 げまナと次のや うで

あ.nま.ナ・

帝國墨 士腱 の且的は恐衝 り發逮 を回 り.敏化 を裨補.

す るの.であ りま して,曾 員は帝 國學士院 に於 て頗學

中か ら推選 し勅 旨を以 で任命 きれるのであ り.まナ.

學士院 は第一 部と第二部 と.から威 り,各 部曾員 を五

十名 と限つてあ"ま して,第 一部は丈學及び酋 的

.諦墨科 た屬す る者か ら域.窮 第二部は理學及びそ.の

趣i用の諸學科 に觸 ナる者か ら威 る.のであn.ま ナ.役

艮1姙 期力遣 年で・曝 及び幹事 は総會で選擧 し,

第一郁長及び第二部長は それ ぞれ の部會に於 て選擧

ナ る.ので.あり.まナ・帝 國墨 士陀 と.uつ てか.ら.あ匪長

は加藤弘之.・第池大董 ・.穗積陳重 ・岡野敬次郎の.諸

男爵で あ りま して,そ して現在め役員は院長理摩薄

士梗井錠二,幹 事法學罅士加藤正治,第 一部長法學

怫士小野塚喜卒吹及 び第二部長醫學 鯨士佐藤三吉の

.諸氏であ ります.

帝 國學 士院は毎 月(nIJ及 び九n.を 除 き.)十ニ ロに

葺勇常總a及 び部 會 を開 くことになつ てを:り,午後三

時か ら恕曾 に於 て會 員及 びその紺 介に宙る研究の報

告 があ..り,五時 か ら各蔀曾 を開い て事務上の事項 を

議 し,爾部 會の鯵了 を待 って再 び總 會.を開 き.,各郁長

か ら部 曾に於 け:る決議事項 を穏告.しp又 學士院全髏.

に鯒係の事務 を協議 す るので.あり雲す・總會に於け

る碑 究報告 は線會諂事.と共 にそ⑳.月丙に帝閣學士院

.紀事(歐 文)に 於 て發表 され.るのであ り会ナ.

.帝岡畢士院 に於 ては特別委 員 を設 けて學術上の調

査 も致 して をり搴ナ.

毎年 一囘 よく舞議 の上皇室 か らρ御卞賜金並に篤

.志家の昏 附に由 り墨 術漿勵 φため授 賞 を致 し,ま た

會員雖に曾 員外 の希 望者}二封 し審謙の上學殉研究費

の補吻..を.教.し或 は又學術 研究 の奨勵.を日的 とナ る事

.業に封し授賀 すべ き候禰者或 は研究蜜櫨助候樒者の

推薦.を致.してをnま ナ・

貴 族院令 に よ7玄 して第 一一sa及び第二部 から互選

によつ て二名宛 磯 貝 頒 蹴 へ邁つ て緲 まナ"

帝 國學 士院 に就 てρお言舌は こ.だれに致.しま して,.

ζれか..ら.學術研 究含議 の成立 ちか.らそめ組織 ゐ橿要

を.薯8騎す.る=ζとに牽.しまナ・
・
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工9ユ8年(大正毛年)φ 初 め世 界大職ぶ なほ盛 んな

りしekロ.ンドンヨ≒立學士院(TheRoyalSocietyor

London) .は:主な聯合諸 図の學士暁へ科學的薙隅協9

を組嶺す るこtr_っ き協議せんがためにそ の代表者

をiii待致 しま し.たのでp我 が畢 士暁は代表者と して

餅 錠二及 び州 中鞭 横 の瞰 畏 を派遣致 し士 し

た・此.の倉議は.同年 の'卜月海Flわ・ら一f-CI4で ロン

ドン1:二於 て畢朗 吐 瞬 宰 の下燗 鯲 れガ ベルギ

卩 ・ブラ ジル ・.アランs「 イギリ.7一 イ タ リー・H

本 ・.i)L.ピfiltび 米R國 ρ代孝煮が辱曾 』 中摩.

諸國.9科 箪者 と.り將楽 の.闘係 ρ問題rこ就 て參倉諸國

v～態度.を定 むべ き宣言 を眞先 に全會一致で議決 しま

した,

此等 の決譲 中で研究會議 あ成立 に直接 關係せ るも

0は,ち れ等の:路國は從來の萬 輿科學團輩 か ら脱退.
.
しζ新 たに團孅.を組織すド.きこと,そ.り 各園に於z

學娩 醸 謎 と.レて 期 國猷 於 け..6研 究の促

蓮及 び聯絡 を.団.るため 霞内學術研究脅議.(yadaロa享

Re史arck℃ ㎝n6n).を.創 立すべ き..こ.と,ヒれ 等の國

内學術研究會議 は科學 咽 紛 科 及びその應用に就.て

め.國際 的0聯 絎及び続→ の中央蟄覦.として英凹學拵.

研架曾議(lnternationalReseaτcl{Council)を 創立す

べ ぎζ罎 であntし た・.萬國峯 術研究aの 創設に

.就て瞬 籾lr牢 い嘩 論があう.智 うであり討

ボ,.象 が懊并轂挫は其間に立 つ τ協醸 をまとめ る.こ

とた大 いに織力..さ.れたと聞及んで を..nます.

口.ン.ド.シ金蠢 鳶課定の期 日以上に繼績ナ ることは

事情 が許:き..ないりで,同 年十 一月二十六 日、か ら二十

九 喉 で'ξ.リで科學學士院(L「A・ad8miedesSci・ 囗・

僞)主 宰 り卞 で開催 ざれ,こ 桝;は ポ 區プン ド・..ポ

ル1・.ガル翠びルーマ.ニヤ:からの代表者 も出庸数 しま

した,.我 が國か らは矢張撰井ゑ び田中需 り兩孜 授が

tHF4;3h一#.し た・科早確 廓 て咽 際廁聯 緕は四

卿 贓 上.も職鯛 ζ由て断絶 きfLY_の で,萬 國學 術研.

究曾議 あ艱織 を.莚期ナ る之 とは最早不得策 であ 番か

ら,代 表者 を揖せ届各國に於'く嘆 内季術醇攣曾謹 が

設立3オレ.る..まで科畢 の諸分r科};於て譏種∫ウ萬 國協會

を設立 すべ き.即勺で,パ 噌 謙 蟹 脈 姻 學 術研

究會議 り任務を執行 し,.泊二ちに必要 に逍 ら.れた科辱」

の分 科Flこ於 て寓園協曾 め組織 に着手 すぺ きζとを決

譲.し享Lた,べ.ル ギー97ラ ン.ス・イギ リ.ス`イ タ

リー友 び米合衆國 を代表ナ る五名.を震行委 貝と して

餓 に麟 酔 燐 種り1躪 詩}噺 萬國嘩 の餔
●
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立に開する事項 を虐理 さ.せま した,先 づ寓國天丈學

.臨曾 及び萬田測地學友び彫 舳 理 撃協曾 の假定款 を

#L.ま た萬 國化學協會 の計甕.を立 てL提 田.しま

した.

観19担 年(大正八五1三)七月十八 口か ら二十八 口まで

プ リ箔 ツセルに於 て開俚り萬畷墨術研究脅議 に於 て

萬國研究曾議並 にその保謹ρ下で減立 しf.萬國天丈

學協會.・萬國溝 地學及 び地 球物理學協會及 び萬國糖

正及繧 用化學協會が正式に そ.の成韋 を認め らオし,そ

して數 學・物理學 ・地質驫汲ぴ生勉墨のや うな球仙の

疏 田協會 に對 して も韋た假定款 を探搾 し,こitｰ;ffの.

諸協會 の.賀際の瑯絡 その他に就 て論議 されま した.・

この魯議 には田巾舘歡授 が帝 國墨士院の代表者 と.し

て參會.ざれ.ました・,

口.ン.ドン取び丿ξリ曾議 に汲遣 した代 表者 の報貴に

由 り,帝 國學士院は我が國に於 ける學 階研究鰄 を

設立す るこ.との捶 めて重要 な ろζとを認めま して,

本 邦學 鰯研究會議 の創讃に關す るすべ てり悶題 を調

査すべ き委 員 を設 け,其 の研究の結果 と して本邦學

術研究曾議 は政麻の保護の下にあ.ると同時に科畢及

び其 り應 月;の研究 に從事す る者 を代表す るfi治的圍

.彊た るぺき.ものな、ることの 結 論に 蓮 し?大 正 八年

(ユ919)六.月の學=≒院總曾 は羣き員曾 り報借.き縣 」し,

院長 男爵穗積陳霙は離術研究會議 の設立k驪 すL建

議書 を致府 に提NIAさ れま レた・玖府需局.に於 ても

其の必要 を認め られ,第 四十三囘臨時帝國議倉の協.

貸 を鯉 て大正九年(192の 八月學妨研究會議 の富制が

公勇∫されま した.其 り前の第四十二囘帝 國議 會解散

のため此り官制 り捌定が大いに邏れ 雲 したので あ り

ますか ら.,帝痢墨士院は學 循研究會議 の成立 に室 る

まで老オLに代 つて寓國學術研究魯叢 に加入致 し零 し

て海外 ㊧學 界 と聯絡 を保つ.と同時 に學術研 究會議設

立の準備 と.して其 の曾貝.g推1鬱につ3議.を 毳 し雲

して,官 劒 の制 定公布後闘 も.なく會 員九+四 名.の任

命 を見 たηであ り.ます..そ こで大正九年 り十二 月十

日帝國昂士院長男爵 穗積陳 重は毎 黹研究倉譲 第一囘

総 曾 を招集 して曾」堅承び副會逗 の選 舉 を施行L,曾

長 に男厨古市公戚.ま.た副會長 に櫻井錠二教授が欝 選

さn丈 部x臣 の瓲宵を受 け直 ちに穣韓詫長 か ら古 宙

會長8ζ寓務 の引緇.ぎが行はれ爰に學衛研 究曾議 は共

の言蛭立 .を完威 したのであ リ玄チ・

學徽研.究會議 の官制及び會則に揉 りま して其 の要.

旨を申 し:玄すと,學 術研 究禽談は丈部大 臣り管狸 に.
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屬 し科屋及 び其の感朋に關 レL.内外 に於 ける研 究り

聯 総及 び統一 を圃 り其の研究.を雌 葵嚇 ナるを以て

筒的 とナ.るりであ り・ま して,共 の曾員は學 鍛緩 驗あ

る煮 の中か ら學術研 究曾議 の推薦 に基 き文 部大臣の

奏講 に依 り.内醐に於 で任命す おもので あ ります・.倉.

員 り定.員はli名 以内 と.なつて を..リます・

其の總 曾に於 て季 貯研究會議.の學 術部 は天丈δ」.尸

地球物理學 。化學 ・瘤瑰學.・地 質學及 び地珊墨 ・生

殉學及び農學 ・醤畢 。及び工畢 の八部 か らな り3各.

部 に於 て部長及び副邸長 を選 擧 し雲 した.

上記八學蝣部の他に街総務部ポあつ て,ニ オしは曾

長'副 曾長 ・各學衛部長及 び副部長か ら域つ てをり.,

學 術研究會跿は74園 學術研究曾議 に於 て総務部 が代

表.し,ま.た萬照純正及びmin化 學協曾に於 て化攣 部

が代表ず 乙りであ りまナ.化 皐 此臨係の ない部 り こ

とは省略致 しまナ・曜i其の後象學部が櫓設 さオしまレ

た・各學術部 に於 ては學術研寃報告の飫文雜 驚 を發

行 致 して をn蜜 ナが,唯 化學部 のみは或 事情 に よっ

て其の發行が 申止の妝態になつて をりまナ・

墨術研究會議 は.ni-5F四月定期絲 曾 を開 き,部eは

必要に應 じて隨時淵 ζことになつ てを り雲す。會 員

の任期は六ケSkiで,三年 毎に半敏改選 を行 ひ,禽 長・

副會長 ・各學術郎長及び謝部長 の任期は三 ケ年 であ

りますが 阿れ も皿 任 を妨 げないのであ りまナ。現 在

の會長は櫻井錠二教授で副會 長は田中館愛橘教授 で

あn.ま す.
':次 に萬 國化畢 協會及び萬踊純正及應用化學會踐

ρ

成立 ち及 び纒遒 に就 て雑 づ.とお謡す ることに致 しま

す.

英fir:は 化學愈 ・工乗化學舎 ・化季襲渣 棊者協會・

分析士協會 。生鞠化學會 ・鱚造學愈 など敏 多の學食

や銘會があofナ が,化 學 に關係あ る諸團臓が廓 合

しY一 つゆ機關・を設 けるこ.とゆ必要が痛惑せ らオレる

や.うに なつ.たので,ケ ンプ.リ.ヅヂ 大學 の敏畏 サ函一

ヰ リャム」ボ_プ が1918年 の化季曾の年會 に於 てこ

れ.に論及.さ.itてか ら其 の箕行に着手 し,19105p.に 純

正及塵用化剃 陪合凋職 會(TheFederal(:ouncil`6r

PumandAppliedChemistry>寮 戍 立致 しeし て㎡

一プ激授 が會長 に,ま た ロγ ドン大學 の名譽教授 ア

F.,x.ト ロングが幹事 に推擧 され,此 の評饑會は大

學官衝 な.どへ種 々匙胃 し,玄 た他の依頼 に よつ て謝

査.を行ふ な:ど英閑の化學 り.たφに大いに霞 ナ所が あ

つ たの.であ り.ます.
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ブラソスに於 て も化 學關係の諸 稲の學愈が集 つて.

同檬 な灘 合評畿曾が鯉 鎚 糾 フヲンλ大學{c・ll《審

derr岡 ㏄)の ムー ロー教授が其 の食 長に推 され,イ

タ リ尸に於 て も同撩 な嚇 合評透倉 が創轍 さ糾てボ ゴ

晶ア大 學のシヤ ミシア 激 繰が些の會蜘 こ椎 沸 た.

φで あ りまナ・

ユ9ユeIIモ(大正七年)+一n英 國工槊化學會 の ロン.ド

ン部食へ佛園工業化學會長 ケ ス トネル を講演fこ聰 し

たとき,ヨξ佛醐ゴ園の{ヒ屋 者の間に聯合食 を組犠する

こと.が齲麗に上 り,爾 來佛 ・英 ・米 ・伊 ・及び白の化皐

者厠 ド醸 があつて,.1919年 の酬 ・ごりに於rtd

の7ラ.ン スの化畢 に闘俸.傭 會 り櫛合會が設立髄

.オした とき,英 ・米・伊 ・1ヨ等 の化學者 を招待 ・して聯 合

國鋤の賭國 の櫛 合化學倉議 を殺立 ナる隷備會議 髦開

催 し,ム ー.ロー教授 を座長 と し,佛 爾工業化墨曾幹

事のゼ.ラール を幹事 と し,全 倉一致で鬘合諸國 の化.

學者の轟合騨譲食 を設.くべ.き.ことを淵 藍し,彳}国の

代表者は六 名宛 と定 め‡=。この聯 合訴畿會Q罠 的ば

zド和克復後 も職時}中と.同樣に,聯 合諸園 の化學者 め.

継.を 囘 り聯合謝園 わ化學會の協 同助 力を期 し化學

全 般.の匙歩 を圓 らんとす うの であ りま して,そ の第L

一囘會議は英國工業年學會の招待 に よつて同年七 月

ロン ドンに於 て儂 さ.る.」同會 の年倉 と同時に銘催ナ

る.こととし,佛6亠 一 ロー及び ケス トネル,奘 の隶

一プ及 びルイx
,米 の コツ ト.レル及 びザ ネ.ツチ,伊

のパタル ノ及 びデル.フ=,白 のシヤヴア ンヌ及び

.クリスマー を其 の準 爾委興 に畢げ
,砂 一ルに幹導

を侠託 しP聯 合踏 國が各某の國 に於 て純正及慝贋化

學の國内聯 合泙鍍食 を麺鍾 して之オしに梦加せん こa

を希蒙 しP驚 楽 は中立 國の同搬 な騨議食 も之れに加

は.らんこ.とを希望 し,ま.た 萬國會饑 の倉則 な.ra立

案 したのであ りま した.

1919年 七 ル ト五 ロ.かち+ぺ..Elfで ・ン}ン に於て

奚國工業化離會㊧第旱一ヒ八年會が開他 さオし,そ れξ

同時に英 ・米 ・佛 ・伊友び 白.の踏 國の代寰者り列國.

餓 が値 さオし,そ の合 に於 τ英のボープ教授は聯合

國間に於 て列固化畢 會議 を姐織 ナる二との必要 を論

ら 現に薦 嗣鞠 磯 會議に英國の純正及鷹屠化學

聯合倉 は そtLrGa入 すべ き英國の化季委 員會な る葺

.格十分な 乙が故 に他の.譜國り國内聯 合會 も同康た.る'

べ」きこ とを諭 じ,玄;牽 断瀕bp部 聨國 を寓 蘭解 ミζ璃.

入》 しむべ き雫否やに就Ty}じ,ζ れは學術研兜含

議iζ於 て深 く繊 すべ き問題 な りと し,雲 た化#r.

9
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關係あ る諸種 の跼題に就 て陰 じb之 れた對 して ワツ

シユバ ーン ・アーム ろ トロング等ρ間に討議ボ あ り

ま した彡 萬殴化畢倉議 め.観織 に就 て數囘 め評議があ

つ て蘂 ・蜘 ・佃の化學聯合撚 會 ・米國撃術研究食

議b化 學部倉及 び白閏φ化攣會 の租 合にて萬剛純正

及應 躬化摩壌會(lotematiomlUnio日 。「Pun麁r温

Applied..C底cロ}i部rア)を設け る.こと.に.な.むま.した・ こ

rirAo7.せ る 各國は3Fの.人ロに 應 .じて 纏費 を 分掘

し,毒 距 こ劃 に慮 じτ評議員の敷 を定 φま.した.最

低 は人 ロ五百萬 以下で分擢金5h6QbOOフ.ラ ン,距 践

員一名,.最 高は人 ロ三予萬以上で分按金年傾4500フ

ラγジ詐議 員六名であ.りま した・ そ.の瑛分皺金 のこ

とに? .き變更ナ る所 も.あり雲 した郭踊 にお話は致 し

玄せん.

騨議 員ρ互選 によgて 食長一 名,副 會長 四名及び

幹 事」 名を定め,こ オLを理 事員と.し,其 の他〕部凹委

員の睡 罩,曾 践 の規定等曾 と して必竪.な事項 を畿 定

し7本 協會 を蕩 國酷好砺究愈議 中の化學部 となaも

の とL, .ra國 墨術研究會議に於 て他學代表 の委 員は

本 臨食に委員 を潤 す 所9缶 國會蹴 に 於 て#Lをa

め,.本.協含 の役 艮は直 ちに萬固摯 術研究會議 の化畢

部の役 員となゐべ きことを議決 し,之 言しに就 てはs

時恰 もプ リユツセ.ルに於=fit中 の萬顕墨術研究會

議 と、交渉づ」rること.に.なn.ました.米 國に於 て.計遊せ

5物 理學及び化摩 の恒數 わ批判的表(Critim聖「1'ahlcs)

の刊行.を隅 め,各 國にも委員 を置て米隅 の委 員 を翻

助 ナる.,ζと.と.し,雲た1910年 に其の事 業 を聞始 した

化静 擁 鞦 び工墨鰍 及び総 の嫁 の刊榔

講の」抗婁性.を認め 二れ を繼績すべ き塁 と,各 幽 に於

て こオし.を殻助ナベ きこと.などを談 決 し,:そ の他化愚

に矚ナ 菟事粱 などに覦 て も協議 レましr_,な ほ雲鳶

摩術的 の講償 などもあ り京 して,次 囘の會議 は竪年.

六 月 ロrマ に於て聞曾ナ.るζとに致』しま..レた・

上謁 ρブ.屮」ツセ凋rに於 ける隣國學斎研 究會踐に

英 ・佛6米 ←加 ・白 ・伊の化畢者ポ5鴎 「しで,萬 図純正

雌 畔 鱗 飽 細 僻 餓 の化職 愈たること.
塾{6蹟定二這博も,19L.1ST…(明 油 四十 四RI三)`こ創 立 の』零園イ匕..

季 曾協 台 を解散 す る.こと を饑 決 致 しま・した・

この 萬 園{ヒ昂 會搗 倉 とい1.も6ウ1319115Kに 佃 立 さ

れ・ 第 「 囘1姻 月91.於 て1服.き れ ・英 ・侮 ・獨 の

化學 會 の代 舉蔚 がs會 致 レま したρ 第;隅 は1912年

の 四 月.に ベル リンに於 て朋 催 さオし,英 」趨6佛 ・瑞 ・米.

露'和 等 力》ら代 表 者 が 歩 會 し雲 した」第 三 囘 は1913
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年(宋 正二 年).ブ リ昌 ツセ ルに於 て閉 催 さ払,こ の時

に は+四 ケ 國 の化 摩 舎 ガ 加 入 』 我 が 東 京他 學會 か

らの 繊 員.と して長 井 長義 教授 ・櫻 井 錠 二齦 及 び

ki松¥!.4授 ρ 名が.鮃 謎 員 あ.表 中Lに 見 え.てゐ.ます

が,我 オζ國 力Lらは 一 名 も参 脅「者 は なか つr_や うで す・

これ等 の會 議r一於 て穏 々化學 上 の 閃題 が 協議 さオし,

特別 委 員曾 な ど も設 け ら.れ・ま したが,世=身 匹大1瞬 の た

め 中止.され,そ して 上 記 η 如 くユ919年 に 解散 に な つ

た の で あ り蜜す か ら,こ れ1ヒ就 ては これ だ け に致 し

て 置 き ます・ 萬 園化 學 舎 臨會 へ は ベ ル ギ ー9ソ ル ヴ

_一mら 亘頬 の 金 頭 を 寄 附 致 した ので あrま した

が,解 放 に際 して 協 曾 は其 の費 産 を ソtiヴ エー に返

邇 す る こと に な り雲 した.

上 蓮 の や うな順 序 を織 て萬 國 純 正及 感 用 化學 協愈

が成 立致.し ま して,其 の第 一 囘總 食 は ーDsosr(大 正

九 年}六 月.會畏 佛 の.ム ー ・.r教 授1il愈 の 卞 で:・一 マ

に於 て閉 催 さ..オし,イ.ギ リス ・フ ラ,x.米 合衆 田 ・イ

タ リー及 び.ベル ギ ーの 五 ケ翆 の代 表 者が 参集 し,カ

ナダ ・デ ンマ ー ク・スペ イ ン。ギ リシ ア ・オ.ランダ.チ

呂 コ ス ロバ キ ヤ及 び ボ.一 ラ ン ドが本.ireに
.加入 ナa

こ と を承 認 し7そ して ヂ ンマー ク ・ギ リシヤ ・才 ラ

ンダ ・㎡ 一 ラ ン ド及 び チ エ コスO-:キ ヤの 代表 者 は

此 の緯 會 か ら出 席致 しま した.

幹 事 ゼ.ラー ル は萬 國 純正 及 應 用 化學 協會.の凱 織 に

刪 し前囘 の會 議 の議 決 を報告.し てuの 承 認 を得 ま し

たが,其 の大 要 は次 の や うで あ ります ・

萬 隅純 正 及 感 用化 學 協會 に力 入せ ん と欲 す き國 は'

先 づ14り 國 内 に於 け ゐ化 學 關 係 の 眺學 會 の代 表 者 か

ら成 る 評議 倉 か 或 は 聯 合 協 會 を 組 織 せ ねば な らな

い,そ して そ ξレには 化 學 食か 學 士IFか 研 究會 議 か 其

の他 阿襟 な 團體 か或 は 政 府 か が 壷趣 主 勲者 と.なるべ

きで あ 乙 と しま した・ 事 務 上 の 織 々の粗 織 に就 て も

決 議 し,詐 諸 曾 ・常 任毎き員會 璽諮 鮒 委 員愈 及 び糖 會 を
.
同 時 に 毎年 一 回 開催 して之fv.をConferenceortLe

IntemaiiovalUnionofPureaadAppliedChemishy

と稱 ナ る こ とに 致 しま した6我 が 國で は こオし.召萬 剛

純 正 及 應 蛸 化攣 會議 とmしr_こ と もあ りま.した が_x

の後 萬 國 純 正 及 螂 瑠化 學 協 會 纏 會 と串 ナや うに な り

ま した・

此 の纏 會 に於 て リ ンデ敦授 は 佛 剛化 學聯 合 倉 の 名

に於 て の發 議 で 萬 國 純 正及 應 用 化 學 協曾 に窩 國會 議

(lnlermtiomlC.Ofl61C55)を 附1賜 させ る二.どにな り,

四 年 臼毎 に 協 倉 の総 倉 と詞時 に 開 催 ナ る こ.乏に な リ
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室 した.庇 の會議 は講種 の部 に分か並て研 究報告や

論文の討議 などをナ る.ので あ りまナ・.また糀 會r:

於 て化學分析.り統 一.萬 國化畢親俵中央局 の設 置,

鰲化擧に闘す る委 員會 の識 置,萬 國原子量委 員 を設

け從來の同委 員.たる クラーク ・ソープ及 閉 ウルパ ン

に緞績 して委 員た ることを求 むること,理 化學恒數.

年衷鞭輯に關す る委員會 を岑協會 の 附屬 とす.る.こ

と,物 理化學的艶號 に關すaこ とな どが決譏 さ劃 ま

した.

第二囘萬國純正及應用化學協會隷 會は翌年 り1921

年 ボー ラ.ン.ドのウル ソ卩で開會 の.こ.とに豫定 さ.オLて.

ゐたのであ.りま したが向國わ事情 が 乱れ を許 さ.ない

ので,そ9?年 の六 月曾 長佛 國 のムー 卩一教授 司會の

下で プ リユ.ツtル に於て開 くことにな9#し た.此

の総曾.に於てアルゼ ンチ ナ・li本。モ ナコ・ノル ウエ

ー。ボル ト.ガル6ルーマ呂ヤ ・スヰ ス・ウル.グヱー及び

ユー7xラ..ビ ヤの本 協會への加 入 を承 認 し,齣 會 に

於 て設既 した諸種 の萎貝會の報 告の承認,.ま:た新 た

に委員曾の設麗 もあ りま した.其.の 他なほ化纔 に關

す る種 々計鍵 が協議 され ま した.萬 國漂子鼠委 員.の

ことr.就 て一嘗せ んに,そ り紐 織 を改 めて化學元索

の萬國委員會 とし十二名 φ委員 を設け,共 ㊧一部は

原子量 を調査 し,他の一部は同 位元素の表 をつ くn,

玄た殘 りり部分は放射能性乖素に驢す る恒 數 を蒐集

す るもの と致 し,'f=kiLl::'}tの耽況 を報告ナ る.任務 を

託 しま した・

第三囘總會は工922年(大正r卜一s,;)六月 リ才ンに於

て會長 のi一.ロ7教 授 り司會 の下で開催 さオし,新 た

に入會 を中.込んだ濠洲 ・リ.ユクサ ンブル グ及びペ ル

ーの人會 を可洙 しま した.・我 が國 の代表者(井 上仁

吉教授及 び近煎眞澄教投)も 今囘か.ら初めて參加致.

し重 した・ 玄た赭種 委員會 に も我が國か ら國際委貝.

ぶ參加す るζとに なりま した.=事 業 の一端 を示すた

めに委 員の種癖 を列 肥致 しませ う,即 ち化學元 素委

員 ・化墨 命名法に闘す る委.員.((1)無 機化學 ・(2)有

擬化學 ・㊨ 皐物化學)・萬國化學規格局委 員((D化

學規格局6(2)研 究用純檸藥品 ・(3J工 勦 製 品に

關ナ る腺報)・ 熱化學甚準確定委員 ・恆数 國麟 貝。

燃 料癶 び黨業製品班家所 の國際委員((1)固 憩燃料・
.
(2)液 態及び ガろ態燃料 ・(3)窯 業製品)・理學 及び

工槊的所有撥に闢す ろ國鑠委 貝 ・文 獄國際委 員及び

榮養品保存法に.醐す る國際委員であ りまナ・ この總.

會 へは我が學術研 究會議 め化學部會か ら代 表者 を出
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席t+.る こ とに なつて を ります,

第 四囘穂會は1929年 伏 正十 二年)六 月ま一プ教

榛司會の下で ケンプ リツヂに於 て開$,衰 力璃 か ら

は朝比奈奉彦 教授が 參加 さ為ま した・第五囘纏倉は.

.1924年會長ポ ープ教授.司會 り卞で.コペ シン・.一ゲ ン忙

於 て閉島 眞 島利行教綬 参加,第六囘恕含 は:工鰯 年ボ
ープ教畏司會 の下でw<=アO

.ブカ レズ..ト.で閥會,

片fll正う瞰 授 参加,第 七 向総會は192651ニワシ.シトン

に於て會長 オ ランダvｻ一.:ン 教授司會 り 下で 闇

愈 穆原行 一教 攤 騨 測 磽1醗 暖 參叛,第 粥 總

會は1927年(昭 榔二:年)ウル ソーに於 て會長.コーヘ ン

黻 司會 φ下で開倉1.酋 川虎 吉教擾參加,吮 の総禽

に於 て本 協倉 の定款 り改正案が提 皿され種 々討議 り

宋決定は吹 囘の隷會 に於 で投票で決す る.ととにな り

ま した・以 上り毎年 の總會 に於 ける.路稀 の委員會 に

關.する獺 な ど凡て省略致.し重す・

第九囘総會 は1928年(昭 和三年)七 月才.9'i.ダの.ハ

ーグに於 て會長 コーヘ ン教授司會 り下で開催,私 が

櫻井鍵ご教授 及び柴田桂太教授.と共 に參加血.しま し

ri.十 恥 を國の正 式代表 員の他1.こ.総會準 備香 員會 は
.f65@23理事會 の同意 を得て未だ.協會に加 入 してゐない.

.ドイ
ツ・ハ ンガ リー・オ・一ス トリ.ヤ及 び ロ.シ:ヤカ、ら藪

Y,の化學渚 を粥待致L#し て,ハ ンガ リー以夕トの闘

か らは數名の.出席者 があ りま した.

評議會は ドイツ化 學者の協力な しには本協會は國

際NY題 を十;?に 討議 す ること不 ず能 な リ.との見地か

ら,今 度招待 したる諸國は本協會 に加入す るに適常

な.團彊豊を組織 せ られたい との希望.を決議 しま.した・

ポープ教授は本協會事 業の改造 を論 じ,委 員會ρ.多

く1域 の褓 の無 川の もの な りしζと鍵 ぺ 歎

價値 あ.り月.つ箕行 も困難.ならざa少 歎の委 員禽例へ

ば康子姐;委員會 の如 き殆 ど巾絶り有様 な.る.を:難L',

そのfir.よ つ て諸 種の委員會 の灘.・ ・1吐或は鬱

更.を行ふ.こととな り.ましr..ま た多年 り懸案た.hし

協會 ゆ定款及び會則 の改工三案は此囘の會議で略そ.の

決定 を見 ま したが,そ の改正案 には我が國.め提案 で

.探用 され たものが少tあ りませ んで したら本総 會は

從來毎年開催 して來 ま レた瑛今後は隔年 に開 くこと
.
に な り雲.した.

第十囘纏會 は1930年(昭 和五年)九 月白閣の リエー

鼻 に於 て會 長 コーペ ン・・一ゲ 状 殿 蝶 ビールマ

ンの司會 の下で開催,柴 田堆次教授及 び破多野 貞夫

.海軍 中將が 參加 さオLました.此 め総倉 に於 て本協・含
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の名稱か ら 【f純正及塵 用,,.の丈字 を簾除 す 缶ことに

な9# .しY_一.

第十一囘總會は.19級年(昭 和九年)四 月會長 ピール

zン 教撰 司會の下'-'Yド.リヅ ドに於 て開催,.菘 原行

一教授參 趣 搾 .した・.第+一 囘綿 會1ま19罅 に開

催 さ劃 づ.ド.き.豫定であ り.掌したオも..世界各國の経濟

事倩燐 み鵬 琳 倉嚥 を經 て芸 碗 艶19鋤`.

に延 期.し,其 の後 更 に1934年 に 延 期 さ制 た もので あ

りま ナ'..

世 界 大 戰 以前 に 萬 潤 磨 周 化 學 會 譲.(lntcrnati。nal.

(沁㎎ 僞sofApplied .Chemistry)と いs.dの が あ り

ま レτ 第 ヤ 囘 萬 國 購用 化 轟 會f3100D:年 ロ ン ドンに

於 て 開 催,第/Z囘 り それ は1"12年.7.シ ン ト.ン!C於 て

開喰 擁 レたが塀 大ゆ ため1暉致壁 した・

前 に逹 呼:ぎしたや うに侶學偽會の糖 會 と共 に化學會

議 を開催 す.るこ.と.は創立富時か らも細則中に.その陳.

項が あ.贍 した力畝 .し鋳 め離.犂 見.な雄つ たので

あ りま.ナ・ それ'が愈今國開催 さ.オし.るこ.とになつたρ

で あ りま:酢 ぞ1して今後名稱 を酬 純正及卿 化學
-會議 と.ナる

..ことに.なり雲 した・諸 種委 員曾 の挙業 な

どφととに就 て、は.省略致 し.ます・.木総倉 に於 て.協8

か らみ會脆畢 な.どの問題..もあ り靈..レたが,そ の績果

.現在の加入國は次り二十九.ケ國であnay・

ド イ.ウ

ペル.ギ.一

カ ナ.ダ

エ ス ト..呂ヤ

イ.ギ.り.ス

月..本

オ・ラ;ン.ダ

ボル ...ト.ガル

ス ヰ ス

.
ア ルゼ ンチ ン

ブル ガ リヤ

.ヂ ー_ク

北 米 合衆 図

ギ リシヤ

ラ トer

.ペ ル ー

10-v島 ヤ

オ ー ス ト リヤ

プ ラ ジ ル

ス ペ イ.ン

7ラ ン ス

イ タ リ」

ノ ル ウ 土 一

ボ ー ラ ン ド

ス ニ ーT:ノ

チ.鵑 コ ス ロ バ キ ヤ.
,

ソビ ニヒ.尸...F.聯邦 ウル グ≒ 一 昌.尸 ゴ ス.ラビヤ

噸 イ瞬 齢 第+一購 酔 共呻 撫 オ峠 した
第九囘菖画粒正翠聴用化囎 鞏は曾毎フ薯.ルナンデ

sの 司會 の下で閉會せ ら痢 提di43yicの 八

部 に於 て雜告 され ま.した・1・ 理論取物理化學,1・

,無機化學,頁 ・有擬化學rN・ 生物化學,V・ 分析

化學ゆ 、1・・崇藝 化學,、買・激 育及輝沸問煙・.、1・燃
.科閃題 そ

二して1よ りYま では純正=と應那 との二

小部 に分 たれ ま しi_一.各部1辷於 ける研 究報告の他に

慧 合講演及び特 別講演.もあ ワま.し為・

萬國化學協會第十二屑総會 は1936:(昭 和十一年)

スヰ スのルチェル ンに於 て會長 パ ラヴア ノ教授司會

の下で閉催}我 が研窯會議 か.らは柴 田雄次激授ボ參

bu3#v3し た・総會は隔年 ではまだ頻man.と して

四 ケfir一一le7位で よろ しか ら.うの 護論 もHi.ま した

が,そ オレは.ユ938年(昭 和十四年)ロ ー〒で開催 きれ

る第十黒囘總 倉まで決定 を廷期 ナaこ とになり 耄 し

た・今 か.ら.二十七年許前に設立#Lし て觜年蜜で

.佛のFク トル ・マ リ.P;が幹 事 として主宰 して參 りま

した化學 ・物理學 ・生物學及び工學 の恆數及 び敷値年

表綴纂韓 は本総會 に於 て全 然改邁せ らオ.し,全くマ

リーの手 を離 曜L5故 キユ リー夫人 の女婿.た.るジョ リ

す教探 を委 貝長 と し新組織 に よつて其 の事業 を講頴

す ることにnり 富Lた ・既の築者は こ.の事業の創立

需時か ら今liに 至 るまで蒙が國の國際委員 ξ して執

務 して來.ましたオ{,そ の詳 細の講邇は茲では止 めに

致 して置 きます,

以上邇べま した こと.は唯私.の手元 にある数 種の報

告書頚 を參考 して椙i要をお話 しただけのことであ 頭

ます・ こ博 の ことは一般にはあ まり.よく知 られて

ゐないや うであnt7か ら,こ1し は不完tictの で

或は 中には私の誤解 してゐ る點 もあるか も分 か りま

せぬが」 こ葬で も個Fかの御參考にで もなれば私 の欣

幸 とす る所で あ ります.

昭和十二年二月廿日

於化墨研究所輪講會


